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Webサイトのユーザ経験（UX）設計方 

法の提案 

1 



目次 

 研究概要（再掲） 

 研究の流れ 

 前回の続き 

 前回と今回 

 ペルソナとストーリの関係 

 

 

 

 

 関連研究 
 ストーリマッピング 

 提案手法 
 流れ 

 ストーリマッピングの詳細設定 

 考察 

 今後の課題 

 参考文献 
 

2 



既存のWebサイトには

ユーザが使いづらいと
感じるものがある 

原因は開発者側の
ユーザ理解 

 

 

使いにくいなあ・・・ 

ユーザ満足 

どうしたらユーザへの
理解を深め,よりよい

Webサイトに改良でき
るだろうか 

UX(User 

Experience) 

どうやってUXを取り入れるか 

研究背景（再掲） 

     

     ユーザの意見を収集してユーザ経験を手に入れる 

 

     ペルソナを作り,取り入れたユーザ経験をストーリとしてペルソナに与える 

ユーザがある製品やシステムを使ったとき 

          に得られる経験や満足 
ユーザ経験 
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研究の流れ 

関連研究 
各提案手法
の基準・詳
細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

改善後のWebサイトを利用した
ユーザに再度サーベイを実施 

通常のプロフィールだけではなく、
ストーリを付けることでUX（User 

Experience）が考慮できる 

PORTA （南山大学ポータルサイト）での実践 

UXとは 

ペルソナ 

ストーリテリング 

ストーリマッピング 

ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 

ペルソナ設定方法 

ストーリ設定方法 

ストーリマッピングの詳細設定 

ストーリマッピングはまだあまり確立されていない手法なので
自分たちなりの詳細な設定作りに力をいれていく 

ストーリマッピングの詳細設定 
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前回の続き 
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万人に喜ばれるものを作るのではなく,ユーザを絞り込んで作成する 

 

結果： 
一人のユーザを目標にデザインをすることで多くのユーザを満足させることにつながる. 

 

ペルソナ 

 

 

・ユーザのターゲットを絞る 

・ペルソナに感情移入する事が出来る 

 開発者が自分の判断で色々と決めてしがいがちだが,ユーザ目線で見えるようになる 

・ペルソナが意見の一致を促す 

  誰のために何を作ろうとしているかが明確になる,開発者側の主張が入らなくなる 

・ペルソナで効率アップ 

  主要な意思決定を早期に行える 

・意思決定の水準が上がる 

 

ペルソナを用いる利点 

前回,ペルソナを万人対象に作成すると言いましたが・・・ 



関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

前回まで 
ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 

ペルソナ設定方法 

ストーリ設定方法 

ストーリマッピングの詳細設定 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

前回と今回 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

UXとは 

ペルソナ 

ストーリテリング 

ストーリマッピング 

PORTA （南山大学ポータルサイト）での実践 
今回 

UXとは 

ペルソナ 

ストーリテリング 

ストーリマッピング 

ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 

ペルソナ設定方法 

ストーリ設定方法 

ストーリマッピングの詳細設定 

ストーリマッピングはまだ確立
されていない手法なので自分
たちなりの詳細な設定作りに
力をいれていく 

＊赤字は完了した段階＊ 
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・名前 山田花 

・年齢 ２３ 

・居住地 瀬戸市 

・職業 大学４年生 

・略歴 一年浪人している 

・学部 総合政策 

・履修状況 卒業単位が足りない
かもしれない 

ストーリ「ぎりぎり」 

彼女は卒業単位がぎりぎりの状
態なので,単位情報はわかりやす
く素早く知りたいと思っている.先

日テストの手ごたえが感じられな
かったため一刻も早く現在の単
位数等の状況を知りたくなった.し
かしPORTAを開くと単位表示が

どこのページで行われるのか見
つけられず,単位登録ページを開
いてしまった.それを閉じてやっと
単位集計表示を開くと,今度は表
示されている背景の色が濃く,と
てもみづらかった.彼女は最初か
ら焦っていたこともあり,イライラし

てページを強制的に閉じてしまっ
た. 

ペルソナとストーリの関係 

・単位登録ボタンが 

見つけづらい 

・今どれだけ単位が取
れているのかわかりず
らい 

・画面の色合いが暗い 

    ・・・・・・・・・・・・ 
 

注目しているWebサイトのユーザ
から悪いユーザ経験を収集 

計数法によって抽出した意
見を基にストーリを作成 

ユーザの感じる問題点 

見た目 

時間 
優
先
度 

高 

低 

表示するまで 

見たいページを 

見つけにくい 

他のページを 

開いてしまった 

背景の色 

活動 

活動 
ログアウトする 

ことなく終了 
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関連研究～ストーリマッピング～ 

 

 

ストーリマッピングとは 

利用者のアクティビティ(振る舞い)に着目しながらユーザストーリを時間と優先度に着目
したマップにすることで,全体像をチーム内で共有でき,より多くのユーザ満足を得られるよ
うにする計画手法 

この後,現在のWebの問

題点と改善点の抽出がま
とめて行えるようなマップ
の見方を決める 

手順 

1)似た活動を集める 

2) 時間軸に沿ったユーザの行動順に並べる 

時間 
優
先
度 

高 

低 

目的１ 目的２ 目的３ 

活動 

活動 活動 

活動 

活動 

活動 活動 

活動 
活動 

活動 
活動 

活動 

順序 内容 

1 ユーザの行動を洗い出す 

2 ユーザの行動を整理する 

3 活動を動詞で表現する 

4 重複するものをマージする 

5 優先順位を付ける 

付箋に 

書き出す 時間 

8 



提案手法～流れ～ 

経験 

収集 

• 改善したいWebサイトのユーザのユーザ経験を収集 

• そのユーザ経験からいくつかを抽出 

ペルソナ 

ストーリ 

• ペルソナ作成 

• 収集・抽出したストーリを各ペルソナに与える 

ストーリ 

マッピング 

• ストーリマッピングを行い問題点を得る 

改良 

• 改善点を考慮し,Webページの改良を実施する 

• 改良後のサイトを利用したユーザに再度調査する 

調査の結果
によっては
ここに戻る 

ストーリマッピングが利用できるようになることによって総合的な目を持ちながらの抽出が可能 

アンケート 

扱うWebページはPORTAを予定 南山大学の生徒 

ユーザ経験収集方法（改善後含む）           ストーリ抽出方法 

   ペルソナ設定方法       ストーリ設定方法    ストーリマッピングの詳細設定 

実践する際に必要な設定をする提案手法 

共感 

が生まれる 
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提案手法～ストーリマッピングの詳細設定(1/2)～ 

 

 

順序 内容 

1 ユーザの行動を洗い出す 

2 ユーザの行動を整理する 

3 活動を動詞で表現する 

4 重複するものをマージする 

5 優先順位を付ける 

手順 設定箇所 

ユーザのストーリに含まれる問題点を 

洗い出す 

例）背景が暗くて気分が下がる→背
景の色が暗い 

似た問題点は縦に並べ問題が出てきた順
に横に並べる 

画面の構成が分かりづらい,画面の色が
暗くて嫌だ,登録ボタンが見つかりにくい 

時間 
優
先
度 

高 

低 

目的１ 

活動 

活動 活動 

活動 

目的２ 

活動 

活動 
活動 

活動 

優先順位の定義 

（ペルソナに利用） 

利用の頻度（多いほど優先） 
利用する立場（就活中,入学直後,２年次,３年次） 
主に利用する内容（調査する内容に近い順） 
履修状況 

・・・・ 
実践中に追加する可能性あり 

問題点の優先順位の決め方は計数法などを使
うなどこれから決める 10 



時間 
優
先
度 

高 

低 

目的１ 

問題 

問題 問題 

問題 

目的２・・ 

問題 

問題 
問題 

２位 
３位 

１位 
時間 

３位 

１位 

２位 

時間 

１位 

３位 

２位 

時間 

ペルソナごとに作り,より大きな
マップにする 

ストーリを基に問題を書き出す 

手順を参考に進め,マップを完成させる. 
優
先
度 

順序 内容 

1 ペルソナに優先順位をつける 

2 優先度の高いペルソナから順に,優

先度１位のものを問題点として抽出
する 

3 ３位くらいまで繰り返す 

（臨機応変に） 
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提案手法～ストーリマッピングの詳細設定(2/2)～ 



考察 

ストーリマッピングを詳細に設定したことで,実践への
準備が大きく前進した. 

 

実践開始までの段階で,一度ユーザモデルのマップ
を作成し,優先順位の項目などが妥当かどうか確認
したい. 
 

 

今日やったこと 
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関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

今回まで 

ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

ユーザ経験収集方法（改善後含む） 
ストーリ抽出方法 

ペルソナ設定方法 

ストーリ設定方法 

ストーリマッピングの詳細設定 

UXとは 

ペルソナ 

ストーリテリング 

ストーリマッピング 

PORTA （南山大学ポータルサイト）での実践 

関連研究 
各提案手
法の基準・
詳細設定 

ユーザ経験
収集・抽出 

ペルソナ・ 

ストーリ作成 

次回 
ストーリ
マッピング 

Webサイト
の再構築 

今後の課題 ＊赤字は完了した段階＊ 

ユーザリサーチサーベイ（質問紙調査） 
の項目を基にアンケートの作成を行う 

回答者・目的
の決定 

質問の作成 

モデルへの
事前調査 

回答の確認 
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